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２
月
１９
日
、
第
四
回
安
全
・
適
正
就
業
委

員
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

２９
年
度
は
計
画
通
り
講
習
会
や
安
全
パ
ト

ロ
ー
ル
が
実
施
さ
れ
た
こ
と
が
報
告
さ
れ
ま

し
た
。 

ま
た
、
い
ろ
い
ろ
な
対
策
を
講
じ
た
に
も

関
わ
ら
ず
、
毎
年
飛
び
石
に
よ
る
事
故
が
多

い
た
め
、
除
草
班
・
植
木
班
を
対
象
に
全
会

員
と
意
見
交
換
会
を
し
た
と
こ
ろ
、
安
全
に

対
す
る
会
員
の
意
識
も
今
ま
で
以
上
に
高
ま

り
、
飛
び
石
に
よ
る
事
故
は
１
件
だ
け
だ
っ

た
と
喜
ば
し
い
結
果
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。 

新
年
度
も
作
業
時
の
基
本
的
な
注
意
点
を

示
し
た
も
の
を
配
布
す
る
な
ど
、
引
き
続
き

安
全
で
適
正
な
就
業
を
推
進
し
て
行
く
こ
と

が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。 

   

２
月
２１
日
、
第
四
回
理
事
会
が
開
催
さ
れ
、

次
の
件
に
つ
い
て
審
議
が
行
わ
れ
、
全
て
の

議
案
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。 

①
職
員
給
与
規
程
の
一
部
改
正
の
件 

②
継
続
雇
用
に
関
す
る
要
領
の
一
部
改
正

の
件 

③
役
員
の
報
酬
等
及
び
費
用
に
関
す
る
規

程
の
一
部
改
正
の
件 

④
事
務
費
額
の
件 

⑤
中
期
計
画
の
件 

⑥
入
会
希
望
者
の
承
認
の
件 

ま
た
、
未
収
金
の
う
ち
、
書
類
や
電
話
で 

        催
促
し
て
も
、
無
反
応
な
も
の
に
つ
い
て
は
、

法
的
手
段
に
よ
る
支
払
督
促
を
す
る
こ
と
を

確
認
し
ま
し
た
。 

そ
の
他
、
個
人
情
報
保
護
法
の
改
正
に
基

づ
き
、
本
セ
ン
タ
ー
で
も
、
入
会
手
続
き
の

際
に
必
要
な
書
類
と
し
て
「
個
人
情
報
の
取

り
扱
い
に
関
す
る
同
意
書
」
と
「
誓
約
書
」

を
受
領
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

   

２
月
２７
日
、
総
務
部
会
が
開
催
さ
れ
、
平

成
３０
年
度
事
業
計
画
（
案
）、
３０
年
度
収
支

予
算
（
案
）
に
つ
い
て
協
議
し
ま
し
た
。 

ま
た
、
労
働
契
約
法
の
改
正
が
あ
っ
た
こ

と
か
ら
、
非
常
勤
職
員
の
採
用
に
係
る
要
領

を
検
討
し
ま
し
た
。
今
後
、
関
係
機
関
等
の

意
見
を
聞
き
な
が
ら
慎
重
に
進
め
て
い
く
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。 

    

２
月
２８
日
に
事
業
部
会
が
開
催
さ
れ
、
最

低
賃
金
が
改
正
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
本
セ
ン

タ
ー
の
配
分
金
見
積
基
準
も
見
直
し
が
行
わ

れ
、
次
回
の
理
事
会
に
上
程
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。 

今
ま
で
不
定
期
に
見
積
基
準
の
改
正
を
行

っ
て
き
ま
し
た
が
、
今
後
は
、
毎
年
度
改
正

に
つ
い
て
検
討
を
す
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
ま

し
た
。 

 

【
植
木
担
当
：
宮
脇
理
事
】 

 

３
月
１５
日
（
木
）
午
前
９
時
か
ら
植
木

就
業
会
員
を
対
象
と
し
た
講
習
会
を
セ
ン
タ

ー
で
開
催
し
ま
す
。
内
容
は
「
松
や
槇
な
ど

の
添
え
木
の
意
味
と
役
割
」
や
「
弱
っ
て
い

る
木
の
対
処
方
法
」
な
ど

で
す
。
ま
た
、
午
後
か
ら

は
、
植
木
班
定
例
会
を
予

定
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご

出
席
を
お
願
い
し
ま
す
。 

   
 

  

通
パ
ト
班
で
は
、
毎
月
「
安
全
標
語
」
を

掲
げ
て
重
点
目
標
に
し
て
お
り
、
出
発
前
に

全
員
で
唱
和
し
て
い
ま
す
。 

  

                              

   

興
味
の
あ
る
方
は
、
事
務
局
ま
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。
面
談
の
上
、
補
充
要
員
と
し
て

登
録
し
ま
す
。 

 ○
高
齢
者
施
設
の
福
祉
サ
ー
ビ
ス
及
び
清
掃 

・
就
業
場
所
＝
成
田
市
本
三
里
塚 

・
就
業
時
間
＝
月
・
水
・
木
・
土
（
２
名
）

と
火
・
金
（
１
名
） 

い
ず
れ
も
9：00
～
15：00
ま
で
の
５
時
間 

・
配
分
金
＝
１
時
間
当
た
り
850
円 

・
業
務
内
容
＝
各
階
フ
ロ
ア
ー
・
食
堂
・
応

接
室
・
廊
下
・
ト
イ
レ
・
玄
関
口
な
ど
の

清
掃
及
び
入
浴
後
の
髪
乾
か
し 

・
適
す
る
人
＝
綺
麗
好
き
で
、
高
齢
者
サ
ー

ビ
ス
に
理
解
の
あ
る
人 

 

○
事
務
所
等
の
清
掃
（
新
規
） 

・
就
業
場
所
＝
成
田
市
畑
ヶ
田 

・
就
業
時
間
＝
１
日
２
～
３
時
間
程
度 

 

週
３
日
程
度
（
応
相
談
） 

・
配
分
金
＝
１
時
間
当
た
り
870
円 

・
業
務
内
容
＝
事
務
所
、
会
議
室
、
ト
イ
レ

の
清
掃 

・
適
す
る
人
＝
良
く
気
が
付
き
、
丁
寧
な
作

業
が
出
来
る
人 

 

清
掃
会
員
が
不
足
！ 

 

近
年
、
企
業
等
や
一
般
家
庭

か
ら
清
掃
の
仕
事
を
依
頼
さ
れ

る
こ
と
が
多
く
な
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
会
員
に
紹
介
し
て
も

「
清
掃
は
ね
～
！
」
と
い
う
理

由
も
な
く
断
ら
れ
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。
セ
ン
タ
ー
で
請
け
負

う
清
掃
作
業
に
特
別

な
知
識
は
い
り
ま
せ

ん
。「
仕
事
は
し
た
い

が
ど
う
し
よ
う
か
な
。」

と
考
え
て
い
る
方
、
少

し
だ
け
勇
気
を
出
し

て
、
ト
ラ
イ
し
て
み
ま

せ
ん
か
。 
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会
議
等
の
開
催
状
況 

・
無
事
故 

無
違
反 

無
事
帰
る 

 

・
安
全
は 

目
配
り 

気
配
り 

再
確
認 

理
事
会 

通
パ
ト 

今
月
の
安
全
標
語 

安
全
・
適
正
就
業
委
員
会 

総
務
部
会 

事
業
部
会 

   

Ｊ
Ｒ
成
田
駅
で
、「
植
え
込
み
の
樹
木
が

勝
手
に
切
ら
れ
た
り
、
抜
か
れ
た
り
し

た
。」
と
い
っ
た
事
例
が
発
生
し
ま
し
た
。

こ
れ
に
つ
い
て
、
発
注
者
か
ら
の
問
い
合

わ
せ
に
応
じ
、
調
査
し
た
と
こ
ろ
、
当
セ

ン
タ
ー
の
会
員
が
行
っ
た
も
の
と
分
か
り

ま
し
た
。 

会
員
は
、「
一
部
枯
れ
て
い
る
。
清
掃
の

邪
魔
に
な
る
。」
と
思
い
、
植
栽
の
手
入
れ

は
請
け
負
っ
て
い
な
い
に
も
関
わ
ら
ず
、

自
分
の
判
断
で
切
っ
て
し
ま
っ
た
、
と
い

う
こ
と
で
す
。
会
員
に
悪
気
が
な
く
と
も
、

他
人
の
所
有
物
を
承
諾
も
得
ず
、
損
壊
す

る
こ
と
は
、
決
し
て
行
っ
て
は
な
ら
な
い

行
為
で
す
。 

会
員
の
自
分
勝
手
な
判
断
が
セ
ン
タ
ー

全
体
の
信
用
を
大
き
く
落
と
す
こ
と
に
な

り
か
ね
ま
せ
ん
。「
ど
う
し
よ
う
か
？
困
っ

た
な
！
」
と
思
う
こ
と
が
あ
っ
た
ら
、
先

ず
セ
ン
タ
ー
の
業
務
担
当
者
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。 

２
月
の
事
故
と
ク
レ
ー
ム 

◎
事
務
局
か
ら
の
お
知
ら
せ 

 

☆
退
会
届
の
提
出 

 

今
年
度
で
退
会
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
３
月

末
ま
で
に
退
会
届
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
退

会
届
の
提
出
が
４
月
に
入
り
ま
す
と
年
会
費
が

発
生
し
ま
す
。 

 

☆
就
業
報
告
書
の
提
出
は
お
早
め
に
！ 

毎
月
の
就
業
報
告
書
の
提
出
は
、
翌
月
の
３

日
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。
一
人
が
遅
れ
る
と

配
分
金
の
計
算
が
間
に
合
わ
な
い
場
合
が
あ
り

ま
す
の
で
、
毎
月
の
就
業
が
終
わ
っ
た
ら
、
早

め
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。 

ま
た
、
就
業
報
告
書
の
記
入
ミ
ス
が
多
々
見

受
け
ら
れ
ま
す
。
自
分
が
働
い
た
日
時
、
時
間

は
提
出
前
に
も
う
一
度
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

記
入
の
仕
方
に
不
安
が
あ
る
人
は
担
当
者
と
ご

相
談
く
だ
さ
い
。 

 ☆
個
人
情
報
の
取
り
扱
い
に
注
意 

 

就
業
報
告
書
等
に
は
、
お
客
様
の
個
人
情
報

が
掲
載
し
て
あ
り
ま
す
。
受
注
票
や
報
告
書
の

置
き
忘
れ
・
紛
失
に
は
十
分
注
意
し
、
複
製
す

る
こ
と
も
禁
じ
ま
す
。 

前年度

当年度

差異

19,051,244 217,281,476

合計女性男性

請負金額事務費材料費

前年同月
会員数

2月末現在会員数（人）

契約金額（円）（平成29年4月1日～平成30年1月31日）

事業実績速報値

△ 778,534 △ 282,704 △ 92,830 △ 1,154,068

418 109 527 528

10,294,225 19,144,074 218,435,544

188,218,711 10,011,521

配分金

188,997,245

http://www.sjc.ne.jp/narita/
https://ord.yahoo.co.jp/o/image/RV=1/RE=1520471426/RH=b3JkLnlhaG9vLmNvLmpw/RB=/RU=aHR0cHM6Ly90LnBpbWcuanAvMDAyLzI2MC8yNjkvMS8yMjYwMjY5LmpwZw--/RS=^ADBqNlOGTXVvfhcZVp3hnJ7lSOgEig-;_ylt=A2RivbEBPJ9adH8A50gdOfx7;_ylu=X3oDMTBiaGxjcmduBHZ0aWQDanBjMDAy
http://www.sjc.ne.jp/narita/
https://ord.yahoo.co.jp/o/image/RV=1/RE=1520304445/RH=b3JkLnlhaG9vLmNvLmpw/RB=/RU=aHR0cDovL2Zsb2RlLWRlc2lnbi5jb20vZi9mX3RyZWUyNS9tX2ZfdHJlZTI1MC5wbmc-/RS=^ADBGya9ZtDYRDC23ituZE_0IMaovEM-;_ylt=A2RCK_y8r5xalQwAFw4dOfx7;_ylu=X3oDMTBiaGxjcmduBHZ0aWQDanBjMDAy
https://www.sozai-library.com/sozai/11809
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★
地
域
班
会
議 

【
Ａ
班
２
グ
ル
ー
プ
】 

・
２
月
１７
日
、
９
時
か
ら
中
央
公
民
館
に

お
い
て
総
会
を
開
催
し
、
２９
年
度
の
活
動

及
び
３０
年
度
活
動
計
画
に
つ
い
て
話
し
合

い
ま
し
た
。 

【
Ａ
班
３
グ
ル
ー
プ
】 

・
２
月
２５
日
、
１８
時
か
ら
八
生
公
民
館
に

お
い
て
総
会
を
開
催
し
、
２９
年
度
の
活
動

及
び
３０
年
度
活
動
計
画
に
つ
い
て
話
し
合

い
ま
し
た
。 

【
Ａ
班
】 

・
３
月
４
日
、
１７
時
か
ら
加
良
部
公
民
館

に
お
い
て
役
員
会
議
を
開
催
し
、
２９
年
度

の
活
動
及
び
３０
年
度
活
動
計
画
、
役
員
に

つ
い
て
話
し
合
い
ま
し
た
。 

 

★
今
後
の
予
定 

【
Ａ
班
】 

・
総
会
・
お
花
見
会 

４
月
１
日
（
日
）
１１
時
か
ら 

 

赤
坂
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー 

【
Ｂ
班
】 

・
役
員
会
議 

４
月
２
日
（
月
）
１４
時
か
ら 

 

成
田
市
保
健
福
祉
館 

・
総
会 

４
月
７
日
（
土
）
１４
時
か
ら 

 

成
田
市
保
健
福
祉
館 

・
観
桜
会 

４
月
７
日
（
土
）
１７
時
か
ら 

 

赤
坂
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー 

（
Ｂ
班
以
外
の
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
歓
迎
） 

【
Ｃ
班
１
グ
ル
ー
プ
】 

・
総
会 

３
月
１５
日
（
木
）
１０
時
か
ら 

 

大
栄
公
民
館 

 

【
Ｃ
班
２
グ
ル
ー
プ
】 

・
サ
ク
ラ
を
観
る
会 

４
月
３
日
（
火
）
１０
時
か
ら 

 

 
 

下
総
運
動
公
園
倉
庫
前 

（
雨
天
時
）
猿
山
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ 

   

パ
ト
ロ
ー
ル
専
門
員 

野
崎
光
雄
、
石
井
勘
市 

【
実
施
２
月
２１
日
】 

今
回
は
公
津
の
杜
中
学
校
の
除
草
作
業
の

現
場
を
訪
問
し
ま
し
た
。
こ
こ
は
平
成
２５
年

４
月
に
成
田
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の
西
中
学
校
か

ら
分
離
す
る
形
で
開
校
し
た
新
し
い
中
学
校

で
、
周
辺
に
は
公
津
の
杜
の
住
宅
地
が
広
が

っ
て
い
ま
す
。 

 

毎
年
、
市
内
の
小
中
学
校
か
ら
校
庭
な
ど

の
除
草
に
つ
い
て
の
依
頼
も
多
く
、
運
動
施

設
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
る
廃
校
分
も
含
め

る
と
、
学
校
関
係
だ
け
で
毎
年
延
べ
２０
件
ぐ

ら
い
の
草
取
り
作
業
を
行
っ
て
い
る
そ
う
で

す
。 

 

こ
の
日
は
除
草
班
の
５
人
が
就
業
。
佐
藤

会
員
以
外
は
全
員
女
性
で
し
た
が
、
刈
払
機

が
使
え
な
い
植
込
み
の
中
の
草
取
り
の
時
は
、

女
性
主
体
の
編
成
に
し
て
い
る
と
の
こ
と
で

し
た
。 

         

↑
手
間
の
か
か
る
植
込
み
の
除
草
作
業 

 

学
校
の
除
草
作
業
に
つ
い
て
伺
う
と
、
一

番
困
る
の
は「
さ
つ
き
」な
ど
の
植
栽
を
PTA
な

ど
が
自
分
た
ち
で
植
え
た
よ
う
な
と
こ
ろ
だ

そ
う
で
、
植
え
た
間
隔
や
本
数
が
ば
ら
ば
ら

で
、
足
の
踏
み
場
も
な
い
場
合
も
あ
る
よ
う

で
す
。 

 

そ
の
他
に
も
校
庭
に
は
い
ろ
い
ろ
な
配
管

や
工
作
物
、
体
育
器
具
と
い
っ
た
も
の
が
あ

る
た
め
刈
払
機
を
使
う
と
き
は
特
に
注
意
し

て
い
る
そ
う
で
す
。
何
よ
り
も
学
校
で
は
「
子

ど
も
た
ち
の
勉
強
の
邪
魔
に
な
ら
な
い
よ
う

に
す
る
」
を
最
優
先
に
、
除
草
作
業
に
あ
た

っ
て
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。 

   

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
愛
好
会
か
ら 

【
３
、
４
月
練
習
会
の
予
定
】 

陽
気
も
良
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。
皆
さ
ん

自
由
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

□
久
住
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場 

・
日
時 

３
月
２５
日
（
日
）、
４
月
８
日

（
日
）
２２
日
（
日
） 

午
後
0
時
２０
分
集
合 

□
十
余
三
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場 

・
日
時
３
月
２１
日
（
水
）、
４
月
４
日
（
水
） 

１８
日
（
水
） 

午
後
０
時
２０
分
集
合 

 
 

問
合
せ
先
＝
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
愛
好
会
足
立

（
０
９
０
・
１
６
９
１
・
４
１
３
４
）
ま
で 

 

ボ
ウ
リ
ン
グ
同
好
会
か
ら 

毎
回
新
た
な
参
加
者
が
増
え
て
い
ま
す
。
是

非
「
月
例
会
」
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

・
日
時 

3
月
２２
日
（
木
） 

午
後
７
時
か
ら 

・
申
込 

3
月
１９
日
（
月
）
ま
で
に
ボ
ウ
リ

ン
グ
同
好
会
・
諏
訪
（
０
９
０-

２
４
９
３

-

９
９
５
６
）・（
勤
３
６-

６
１
６
１
） 

 

成
田
SJC

旅
行
会
追
加
募
集 

今
回
は
、
４
月
２８
日
（
土
）
に
、「
花
と

渓
谷
巡
り
」
と
題
し
、
あ
し
か
が
フ
ラ
ワ
ー

パ
ー
ク
と
わ
た
ら
せ
渓
谷
鉄
道
を
メ
イ
ン
に

し
た
バ
ス
の
旅
（
配
布
済
チ
ラ
シ
参
照
）
を

企
画
し
ま
し
た
。
テ
レ
ビ
な
ど
で
度
々
紹
介

さ
れ
る
世
界
一
の
「
大
藤
」 

は
必
見
で
す
。
ま
た
、
渓 

谷
を
行
く
「
ト
ロ
ッ
コ
列 

車
」
も
最
高
で
す
。
男
女 

を
問
わ
ず
残
り
１０
名
の
募 

集
と
な
り
ま
す
の
で
、
希 

望
さ
れ
る
方
は
事
務
局
ま 

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

先
着
順
で
す
の
で
大
至
急
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。
※
申
込
み
お
よ
び
問
い
合
わ
せ
先

＝
成
田
SJC
旅
行
会
（
担
当
・
諏
訪
、
髙
橋
ま

で
☎
（
３
６-

６
１
６
１
）
へ
。 

伝
言
板
へ
の
掲
載
に
つ
い
て 

会
員
同
士
の
情
報
交
換
の
場
と
し
て
、「
伝
言
板
」

欄
を
設
け
て
い
ま
す
の
で
、
広
く
会
員
に
参
加
や

入
会
を
呼
び
か
け
た
い
と
い
う
と
き
は
、
事
務
局

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
な
お
、
紙
面
の
都
合
で

掲
載
で
き
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く

だ
さ
い
。 

 

 

 

   

入
会
す
る
と
自
動
的
に
地
域
班
の
班
員
と

な
り
ま
す
。
地
域
班
の
設
置
目
的
を
理
解
し

活
動
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
地
域
班
の
設

置
目
的
は
、
次
の
よ
う
に
考
え
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。 

①
セ
ン
タ
ー
事
業
の
普
及
啓
発 

 

地
域
単
位
で
セ
ン
タ
ー
事
業
（
運
動
）
の

趣
旨
を
ア
ピ
ー
ル
し
な
が
ら
、
地
域
の
高
齢

者
を
仲
間
と
し
て
勧
誘
し
、
地
域
社
会
の
活

性
化
の
担
い
手
と
し
て
の
認
識
を
高
め
る
拠

点
（
場
）
と
す
る
。 

②
就
業
開
拓
の
推
進 

 

就
業
開
拓
に
係
る
情
報
交
換
の
場
と
し
て

活
用
し
、
就
業
場
所
の
拡
充
と
仕
事
別
グ
ル

ー
プ
就
業
の
向
上
を
目
指
す
場
と
す
る
。 

③
セ
ン
タ
ー
就
業
の
推
進 

 

「
仲
良
く
助
け
合
っ
て
働
く
」
就
業
に
や

り
方
に
つ
い
て
、
会
員
相
互
の
研
鑽
の
場
と

す
る
。 

④
セ
ン
タ
ー
・
会
員
間
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン 

 

会
員
と
理
事
、
班
長
、
事
務
局
と
の
直
接

の
接
触
の
場
だ
け
だ
な
く
、
意
見
交
流
や
会

員
の
要
望
提
案
の
場
と
し
て
も
、
そ
れ
ぞ
れ

の
連
携
を
深
め
、
意
見
統
一
を
図
る
こ
と
で
、

セ
ン
タ
ー
組
織
の
活
性
化
に
寄
与
す
る
。 

⑤
会
員
相
互
の
親
睦
交
流 

 

文
化
交
流
活
動
を
通
じ
て
教
養
を
高
め
、

一
緒
に
働
く
会
員
だ
け
で
な
く
地
域
に
住
む

会
員
と
の
「
仲
間
づ
く
り
」
を
推
進
し
、「
生

き
が
い
づ
く
り
」
の
た
め
の
人
間
関
係
確
立

の
場
と
す
る
。 

                    

会
員
に
と
っ
て
地
域
班
が
一
番
身
近
な
組

織
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
セ
ン
タ
ー
に

は
入
会
し
た
が
、
地
域
班
に
所
属
し
た
と
の

意
識
が
薄
く
、
地
域
班
活
動
へ
の
参
加
が
少

な
い
と
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。 

地
域
班
の
設
置
目
的
を
理
解
し
、
セ
ン
タ

ー
事
業
の
発
展
の
た
め
、
積
極
的
に
地
域
班

の
活
動
に
参
加
し
、
新
た
に
セ
ン
タ
ー
に
入

会
し
て
く
る
高
齢
者
の
た
め
、
ま
た
自
身
の

生
き
が
い
づ
く
り
の
た
め
に
、
高
齢
者
の
社

会
的
自
立
と
連
帯
を
実
現
し
て
い
く
こ
と
が

重
要
で
す
。 

           

地 

域 

班 

活 

動 

パ
ト
ロ
ー
ル
レ
ポ
ー
ト 

 

伝 

言 

板 


